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財団のあゆみ 設立11年目以降のあゆみ

助成事業

基本財産の運用は、かなり厳しい期間となり、これまでの貸付信託（変動金利）から大口定期預金（固定金利）への預け
替え、さらには各種債券への運用替えを進めることで、運用利率の維持・向上に努めた。
大阪ガス株式会社、大阪ガス風呂販売協力会様、大阪ガスサービスショップ協会様、大阪ガスメンテサービス会社懇話
会様およびOSS親睦会様他から運用財産の寄附を受けることで安定した事業運営を行った。
また1999年度に個人の方から受領した寄附金2億円を基本財産に組み込んだ。

内閣府より公益法人への移行認定を得て、2010年10月1日（登記日）に公益財団法人に移行した。法の定めにより、
2010年度は4月1日～9月30日を旧法人として、10月1日～2011年3月31日を新法人として、それぞれ決算を行うこととな
り、旧法人の決算承認および新法人スタートの体制等の整備のため、新法人としての第1回理事会および第1回評議員
会を開催した。第1回理事会および評議員会では、公益財団法人として適正な業務の執行体制の整備を図るため、10件
の規程類の整備を行うとともに、改めて新法の規定等の確認を行うとともに、「基本財産の指定」「助成選考委員の選
任」「事務局長の任命」を行うなど、遺漏のない運営に努めた。

また、低金利下において収入の減少が顕著となってきており、財団の活動規模を維持するため、一般からの寄附金を募
るべく「寄附金取扱い規程」を定め、寄附金の取扱いの適正化を図った。（2011年度）これ以降、個人の方からの寄附金
が多数寄せられるようになった。
さらに、金融状況の不透明さに鑑み、財団事務局による財産の運用および管理には限界があるため、財産運用管理委
員会を設置し、財産の管理および運用の適正化を図った。（2011年度）

助成金額の累計が5億円に達した。（1996年度）

高齢者福祉助成では、予算が厳しい中、1件当たりの限度額を徐々に引き下げることで、助成決定件数を維持した。
当財団としては、公的助成を受ける事業には助成を行なわないこととし福祉施設への助成を行わず、助成対象をボランティア活動に
シフトした。また阪神・淡路大震災復興につながる申し込みは優先的に評価し、金額充足度を高めた。（1996年度）
さらに、新しく誕生したNPO法人からの応募も見られるようになった。（1999年度）

調査・研究助成では、「福祉の向上」と「健康の維持・増進」の2分野で募集を行った。
初めて2年助成を募集した。（1999年度）
従来部門に加え特定部門として「転倒防止」をテーマに募集した。（2005年度）

健康事業は、1995年度に累計参加人数が10万人を突破したところであり、認知度が一層高まりを見せ、参加人数が15,000人を超え
る年度も多かった。ウォーキング大会も実施した。

「健康のつどい」では、プログラムとして「元気ワクワク健康教室」と「生命（いのち）
の貯蓄体操」を採用した。（1998年度）
また、「太極拳」と「ヨーガ」を種目から外し「ふれあい料理教室」と「笑いと体操」を
新種目として追加した。（2005年度）
講演会も以下の通り開催した。

1996年度
作家　難波利三氏による講演「人間ばんざい」
中国古筝奏者　伍芳氏の演奏「悠久の調べ」
1997年度
神戸大学教授　倉光弘己氏による講演「高齢社会と生き方」
琉球舞踊玉城流　金城康子氏一門による「紅型が奏でる歌と踊り」
1998年度
服飾研究家　市田ひろみ氏による講演「人生ってすばらしい」
ボーカルグループ ハミングバードによる童謡と唱歌のコンサート

2007年度、2008年度
天満天神繁昌亭における落語公演「ガス 笑いと健康」さらに、2000年度までは、大阪市等の老人クラブ連合会主催の「健康づくり推進大会」や、体操リーダー連絡協議会主催の「体操フェ

スティバルOSAKA国際大会」、すずらん杯ゲートボール大会などに後援・協賛を行ったが、2001年度以降に廃止した。また、2000年
度から歴史ウォーキング、歴史講座等が開催された。これは、2007年度以降10年間にわたり継続実施されることになった。

厳しい基本財産の運用を乗り越え、安定した事業運営へ 新法人としてのスタートへ、遺漏なき運営に努める

予算調整で助成件数の維持に努める

健康事業

認知度の上昇により、累計参加人数が10万人を突破

年代に適応したプログラムの選定

ウォーキング大会
自然観察

助成事業

助成事業では、それぞれ特別部門（従来部門とは別予算）を設定して募集を行った。

高齢者福祉助成では、
　　「アクティブシニア応援助成」（2006年度）　※兵庫県社会福祉協議会様のご協力
調査・研究助成では、
　　「高齢社会における地域福祉力」（2006年度、2007年度）
　　「足・腰の老化と予防」（2008年度）

「健康のつどい」では、「自然観察」を新たに試行（2006年度）し、次年度に正式採用した。さらに、財団オリジナルの健康タオルを使っ
た「健康タオル体操」を暫定的にスタートさせた。（2010年度）なお、2009年度には新型インフルエンザの影響で事業を一部中止し、
2010年度には収入の減少に伴い「健康のつどい」の開催回数を圧縮するなどの対応も行った。

2015年度の「健康づくり教室」では、「笑いで長生きと認知症予防－笑いほどよく効
く薬はない－」と題し、和歌山県立医科大学 廣西先生の講演とともに、特別企画と
して桂三金氏の落語が上演された。
以下の講演会も開催した。

また、調査・研究助成では、従来部門に加えて、「分野横断的課題」部門（2009年度）、「福祉現場の創意工夫」部門（2014年度）を新設した。

健康事業では、累計の開催回数が5,000回を突破（2014年度）し、累計の参加人数が40万人を突破（2016年度）した。　

特別部門の募集を実施

健康事業

累計参加人数が40万人を突破

特別企画で事業促進へ

生命の貯蓄体操
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2021年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染流行の影響を大きく受け
た。
「健康のつどい」は、年間トータルで29回中止となり、その結果、開催回数、参加者
数は大幅に減少したが、感染者数が減少した期間には、希望する主催者側と協議
して参加人数の制限を行い、感染防止対策をしっかりと講じたうえで実施した。当
財団が主催者となる「健康づくり料理講習」「健康づくり教室」の各事業は、リスク
回避の観点からすべて中止した。
しかし、「健康づくり教室」は遠隔地でも講演予定内容を視聴できるように、昨年度
開始したビデオ制作・配信を継続して行った。財団のホームページもリニューアル
し、社会福祉協議会様等とも連携して動画利用促進の周知を行った。

2022年度には、新型コロナウイルス流行の影響を受けたが、その影響は軽微と
なった。年間100回実施の計画であった「健康のつどい」は6回が中止、「健康づくり
教室」は3回実施の計画のうち大阪会場の1回が中止となった。2020年度より開始
した「健康づくり教室」のビデオ制作・配信を2022年度も実施し、動画利用促進の
周知を行った。

2024年度には、受け入れ先との調整や座席の間隔を広くとるなど、引き続きイン
フルエンザやコロナウイルス感染防止に配慮して各活動を実施した。「健康づくり
教室」における講演のビデオ制作・配信も引き続き行い、当財団の広報活動の一
環として動画利用促進・周知を行った結果、2024年度配信分総数で1.4万回を超
える視聴数を獲得した。

「健康のつどい」では、2017年度に「食と話と体操」のメニューをほぼ全面的に入れ
替えて刷新した。（骨・筋肉の強化、血管若返り、認知障害対策等）　また2022年
度に「骨盤ストレッチ」を新たに試行し、次年度に正式採用した。
さらに、1993年度から実施していた「演歌ビクス・うたビクス」については、講師陣
の変更に伴いプログラムを刷新し、2022年度から「流行り（はやり）歌ビクス」とし
て全面リニューアルした。

食の話と体操

低金利による基本財産運用益の減少の下、財団運営の効率化を進めて支出を削減するとともに、奥村組土木興業様、
OG親睦会「奈良の会」様、すずらん会会員様他の個人の方々および大阪ガス株式会社から寄附金を受領し運用財産と
して活用することで、安定した財団運営を継続した。
また2018年度には、個人の方から受領した寄附金1億円を基本財産に組み込んだ。

ただ、2022年度からの事業収益が大幅に低下する見込みとなったことから、適正な事業運営を継続することが困難な
見込みとなり、基本財産の取り崩しを含む来期からの中期計画を検討・策定し、3月の定例理事会にて審議決定した。
（2021年度）
基本財産の取り崩しは1億円（2022～2026年度：5か年）とし、特定費用準備資金の積み立てを実施した。（2022年度）

2020年初頭に発生した新型コロナウイルス感染拡大の影響で、2020年度以降の事業は従来通り遂行することが難し
く、理事会・評議員会・助成選考委員会をオンライン会議方式も活用して審議を実施した。2023年度に新型コロナウイ
ルスが5類に移行したことで、それ以降はリスク回避に細心の注意を払いながらも、従来通りの事業推進に戻りつつあ
るところである。

なお、基本財産の運用に関しては、2017年度に「財産運用及び管理規程」を見直して運用対象に「日本株式」を加え、
2020年度に初めて大阪ガス株式会社の株式を購入した。

寄附金を活用し、安定した財団運営の継続へ

助成事業

助成事業では、低金利による基本財産運用益が低下することに伴い、徐々に助成予算額および１件当たりの助成限度額の低下を余
儀なくされた。

低金利の影響で助成限度額が減少

健康事業

健康事業では、2020年3月から新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、各事業
の開催中止が相次いだ。

高齢者の健康の増進を図る健康事業は、新型コロナウイルス感染流行の影響を大
きく受け、主催者からの申し込みにより居住地点まで出向いて実施する「健康のつど
い」は、2020年度第一四半期はすべて中止になった。（年間トータルで51回中止）
その結果、開催回数、参加者数は大幅に減少したが、感染者数が減少した期間に
は、希望する主催者側と協議して参加人数の制限を行い、感染防止対策をしっかり
と講じたうえで実施した。当財団が主催者となる「健康づくり料理講習」「健康づくり
教室」は、リスク回避の観点からすべて中止した。
その代替手段として「健康づくり教室」の講演予定内容をビデオ制作して当財団の
ホームページより配信を行うとともに、過去参加者580人にテキスト冊子とビデオ
視聴のご案内を送付した。

新型コロナウイルス感染拡大、各事業に求められる創意工夫

感染流行の影響で、事業活動も変化

コロナ禍の動画利用拡大により、
1.4万回を越える総視聴数を獲得

より健康を意識したプログラムへリニューアル

コロナ禍での事業遂行への不安、
細心の注意を払った従来通りの事業推進に注力

2020年「健康づくり教室」動画

2024年「健康づくり教室」動画

骨盤ストレッチ2017年度、通常の「健康づくり料理講習」に特別企画として桂三金氏の落語が上演さ
れ、食と笑いのコラボによる健康の維持・増進を図った。

流行り歌ビクス
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2021年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染流行の影響を大きく受け
た。
「健康のつどい」は、年間トータルで29回中止となり、その結果、開催回数、参加者
数は大幅に減少したが、感染者数が減少した期間には、希望する主催者側と協議
して参加人数の制限を行い、感染防止対策をしっかりと講じたうえで実施した。当
財団が主催者となる「健康づくり料理講習」「健康づくり教室」の各事業は、リスク
回避の観点からすべて中止した。
しかし、「健康づくり教室」は遠隔地でも講演予定内容を視聴できるように、昨年度
開始したビデオ制作・配信を継続して行った。財団のホームページもリニューアル
し、社会福祉協議会様等とも連携して動画利用促進の周知を行った。

2022年度には、新型コロナウイルス流行の影響を受けたが、その影響は軽微と
なった。年間100回実施の計画であった「健康のつどい」は6回が中止、「健康づくり
教室」は3回実施の計画のうち大阪会場の1回が中止となった。2020年度より開始
した「健康づくり教室」のビデオ制作・配信を2022年度も実施し、動画利用促進の
周知を行った。

2024年度には、受け入れ先との調整や座席の間隔を広くとるなど、引き続きイン
フルエンザやコロナウイルス感染防止に配慮して各活動を実施した。「健康づくり
教室」における講演のビデオ制作・配信も引き続き行い、当財団の広報活動の一
環として動画利用促進・周知を行った結果、2024年度配信分総数で1.4万回を超
える視聴数を獲得した。

「健康のつどい」では、2017年度に「食と話と体操」のメニューをほぼ全面的に入れ
替えて刷新した。（骨・筋肉の強化、血管若返り、認知障害対策等）　また2022年
度に「骨盤ストレッチ」を新たに試行し、次年度に正式採用した。
さらに、1993年度から実施していた「演歌ビクス・うたビクス」については、講師陣
の変更に伴いプログラムを刷新し、2022年度から「流行り（はやり）歌ビクス」とし
て全面リニューアルした。

食の話と体操

低金利による基本財産運用益の減少の下、財団運営の効率化を進めて支出を削減するとともに、奥村組土木興業様、
OG親睦会「奈良の会」様、すずらん会会員様他の個人の方々および大阪ガス株式会社から寄附金を受領し運用財産と
して活用することで、安定した財団運営を継続した。
また2018年度には、個人の方から受領した寄附金1億円を基本財産に組み込んだ。

ただ、2022年度からの事業収益が大幅に低下する見込みとなったことから、適正な事業運営を継続することが困難な
見込みとなり、基本財産の取り崩しを含む来期からの中期計画を検討・策定し、3月の定例理事会にて審議決定した。
（2021年度）
基本財産の取り崩しは1億円（2022～2026年度：5か年）とし、特定費用準備資金の積み立てを実施した。（2022年度）

2020年初頭に発生した新型コロナウイルス感染拡大の影響で、2020年度以降の事業は従来通り遂行することが難し
く、理事会・評議員会・助成選考委員会をオンライン会議方式も活用して審議を実施した。2023年度に新型コロナウイ
ルスが5類に移行したことで、それ以降はリスク回避に細心の注意を払いながらも、従来通りの事業推進に戻りつつあ
るところである。

なお、基本財産の運用に関しては、2017年度に「財産運用及び管理規程」を見直して運用対象に「日本株式」を加え、
2020年度に初めて大阪ガス株式会社の株式を購入した。

寄附金を活用し、安定した財団運営の継続へ

助成事業

助成事業では、低金利による基本財産運用益が低下することに伴い、徐々に助成予算額および１件当たりの助成限度額の低下を余
儀なくされた。

低金利の影響で助成限度額が減少

健康事業

健康事業では、2020年3月から新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、各事業
の開催中止が相次いだ。

高齢者の健康の増進を図る健康事業は、新型コロナウイルス感染流行の影響を大
きく受け、主催者からの申し込みにより居住地点まで出向いて実施する「健康のつど
い」は、2020年度第一四半期はすべて中止になった。（年間トータルで51回中止）
その結果、開催回数、参加者数は大幅に減少したが、感染者数が減少した期間に
は、希望する主催者側と協議して参加人数の制限を行い、感染防止対策をしっかり
と講じたうえで実施した。当財団が主催者となる「健康づくり料理講習」「健康づくり
教室」は、リスク回避の観点からすべて中止した。
その代替手段として「健康づくり教室」の講演予定内容をビデオ制作して当財団の
ホームページより配信を行うとともに、過去参加者580人にテキスト冊子とビデオ
視聴のご案内を送付した。

新型コロナウイルス感染拡大、各事業に求められる創意工夫

感染流行の影響で、事業活動も変化

コロナ禍の動画利用拡大により、
1.4万回を越える総視聴数を獲得

より健康を意識したプログラムへリニューアル

コロナ禍での事業遂行への不安、
細心の注意を払った従来通りの事業推進に注力

2020年「健康づくり教室」動画

2024年「健康づくり教室」動画

骨盤ストレッチ2017年度、通常の「健康づくり料理講習」に特別企画として桂三金氏の落語が上演さ
れ、食と笑いのコラボによる健康の維持・増進を図った。

流行り歌ビクス
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1．事業の概要

設立40周年記念事業計画

1985年10月19日、大阪ガス株式会社（以下、大阪ガス）の創業80周年事業の一つとして財団法人 大阪ガスグループ福祉
財団（以下、福祉財団）が創設された。2008年の新法施行に伴い、2010年公益財団法人へ移行し、現在に至っている。
2025年は財団設立40周年であるとともに公益法人化15周年を迎える記念の年となる。
これまでの活動の棚卸とともに新たな時代に向けた福祉財団の姿を広く知っていただくことを目的とした周年記念事業
を行う。

福祉財団が2025年に設立40周年を迎えるにあたり、これまでの活動を記録し、振り返る機会とするとともに、当財団の
活動を関係者に広く知っていただくことを目的とする。

設立趣旨、沿革/活動内容と活動成果/助成事業/健康事業/座談会/役員任期等資料
上記に加え、健康レシピや健康ポーズなどの長寿生活実現のためのTipsを掲載する。 （HPにも掲載予定）

「これまでの歩みとこれからへの第一歩」

2．事業の内容
（ 1 ） 40周年誌の編纂

助成事業

債券の低利回りが続く中、基本財産を取り崩して積み立てた特定費用準備資金から、公益財団法人に相応しい事業活
動費用に充当することで、引き続き高齢者福祉に寄与できる堅実な財団運営を目指すこととした。

なお、2025年度には、大阪ガス株式会社が創業120周年を迎えるにあたり寄附金を受領することとなったため、財団設
立40周年記念事業（後述）費用に充当する計画である。

高齢者福祉助成では、申請団体との窓口を担っていただいている府県・政令指定都市の社会福祉協議会様との連携を強化するとと
もに、「健康のつどい」や「健康づくり教室」等において助成事業の告知ビラを配布するなど、幅広い周知を図り、より多くの団体から
の申請を受けるよう引き続き取り組んでいく。

また、調査・研究助成については、ここ数年「健康の維持・増進」に関する応募が多く、福祉系の応募が少ない傾向がみられるため、高
齢者の福祉の向上と健康の増進という、当財団の助成の趣旨に鑑み、福祉現場での実践に注目した応募の促進に努める。

財団設立40周年を迎え、堅実な支援・運営を目指す

各地域との連携強化、
より多くの支援を目指し認知度向上に取り組む

健康事業

健康事業では、高齢者の健康の維持・増進のため、引き続き公益性・公平性・透明性
を確保しながら、より効果的で魅力ある事業活動を行う。
そのため、「健康のつどい」ならびに「健康づくり料理講習」、「健康づくり教室」のイベ
ントを着実に継続して行う。

「健康のつどい」については、引き続き1団体当たりの年間利用数を１回に制限すると
ともに、コロナ禍から続くソーシャルディスタンスの実情に合わせ、1回当たりの参加人
数を50人から35人とし、新規開拓も行いつつ継続して実施する。

「健康づくり料理講習」は若干回数を増やしコロナ禍前の計画であった計10回の開催を予定する。
「健康づくり教室」は、大阪開催分を２回、京都、神戸と合わせ計4回の開催を予定し、京都、神戸は40周年記念事業と位置づけ、従来
の講話と体操に特別企画を加え実施する。またコロナ禍より開始した「健康づくり教室」の内容をコンパクトにまとめた健康講話の動
画配信を継続して実施する。
さらに40周年記念イベントとして、これまでの感謝とともに当財団の活動を関係者に広く知っていただくことを目的に、参加型行事と
講演会からなるイベントを開催する。

コロナ禍を乗り越え、迎えた40周年記念

笑いと健康体操

健康づくり料理講習

これまでの感謝とともに当財団の活動を多くの方々に広く知っていただくことを目的とする。
当財団が掲げる 「明るく・楽しく・いきいきと!!」の実現を目指し、参加いただいた高齢者の方々が半日のイベントを通じ
て、楽しい思い出を心に刻み、笑顔になって帰路に就いていただくことを目標とする。

これまで外出の機会を創出し、健康に関する知識を提供することを目的に行ってきた「健康づくり教室」をベースに、参加
型行事と講演会からなる40周年特別プログラムを開催する。高齢者の行動範囲に制限があることも考慮し、大阪、京都、
神戸の3か所で実施。

（ 2 ） 記念イベントの実施

内 容

目 的

内 容

目 的

高齢者や友人・知人を連れてくることで、世
代や地域の壁を越えて「つながり」を深める
場を提供します。このイベントをきっかけ
に、参加者同士が新しいコミュニティを
形成し、次回以降のイベント参加や
地域活動への関心を高めてもらう
ことを目指します。

「つながり」が深まる場の提供

単なる健康情報の提供ではなく、「楽しく健
康を維持する」ことを中心に据え、歳を重
ねることへのポジティブなイメージを醸
成し、「今後の人生の楽しみ方」を示す
ような内容を講演やイベントに活か
します。

健康を楽しむライフスタイルの提案

財団の活動や助成制度をより広く知っ
てもらうため、財団の支援や健康イベント
がどのように役立つかを紹介する場を設け
ます。これまで財団の存在や活動を知らな
かった層にもアプローチします。

財団の役割と認知拡大

イベントを通じて参加者が「次も参加し
たい」「他の人にも伝えたい」と感じる内
容を目指して、参加者全員が一体となって
楽しめるようなプログラムを企画します。

一体感を感じられるプログラム設計
40周年

記念イベント

POINT
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1．事業の概要

設立40周年記念事業計画

1985年10月19日、大阪ガス株式会社（以下、大阪ガス）の創業80周年事業の一つとして財団法人 大阪ガスグループ福祉
財団（以下、福祉財団）が創設された。2008年の新法施行に伴い、2010年公益財団法人へ移行し、現在に至っている。
2025年は財団設立40周年であるとともに公益法人化15周年を迎える記念の年となる。
これまでの活動の棚卸とともに新たな時代に向けた福祉財団の姿を広く知っていただくことを目的とした周年記念事業
を行う。

福祉財団が2025年に設立40周年を迎えるにあたり、これまでの活動を記録し、振り返る機会とするとともに、当財団の
活動を関係者に広く知っていただくことを目的とする。

設立趣旨、沿革/活動内容と活動成果/助成事業/健康事業/座談会/役員任期等資料
上記に加え、健康レシピや健康ポーズなどの長寿生活実現のためのTipsを掲載する。 （HPにも掲載予定）

「これまでの歩みとこれからへの第一歩」

2．事業の内容
（ 1 ） 40周年誌の編纂

助成事業

債券の低利回りが続く中、基本財産を取り崩して積み立てた特定費用準備資金から、公益財団法人に相応しい事業活
動費用に充当することで、引き続き高齢者福祉に寄与できる堅実な財団運営を目指すこととした。

なお、2025年度には、大阪ガス株式会社が創業120周年を迎えるにあたり寄附金を受領することとなったため、財団設
立40周年記念事業（後述）費用に充当する計画である。

高齢者福祉助成では、申請団体との窓口を担っていただいている府県・政令指定都市の社会福祉協議会様との連携を強化するとと
もに、「健康のつどい」や「健康づくり教室」等において助成事業の告知ビラを配布するなど、幅広い周知を図り、より多くの団体から
の申請を受けるよう引き続き取り組んでいく。

また、調査・研究助成については、ここ数年「健康の維持・増進」に関する応募が多く、福祉系の応募が少ない傾向がみられるため、高
齢者の福祉の向上と健康の増進という、当財団の助成の趣旨に鑑み、福祉現場での実践に注目した応募の促進に努める。

財団設立40周年を迎え、堅実な支援・運営を目指す

各地域との連携強化、
より多くの支援を目指し認知度向上に取り組む

健康事業

健康事業では、高齢者の健康の維持・増進のため、引き続き公益性・公平性・透明性
を確保しながら、より効果的で魅力ある事業活動を行う。
そのため、「健康のつどい」ならびに「健康づくり料理講習」、「健康づくり教室」のイベ
ントを着実に継続して行う。

「健康のつどい」については、引き続き1団体当たりの年間利用数を１回に制限すると
ともに、コロナ禍から続くソーシャルディスタンスの実情に合わせ、1回当たりの参加人
数を50人から35人とし、新規開拓も行いつつ継続して実施する。

「健康づくり料理講習」は若干回数を増やしコロナ禍前の計画であった計10回の開催を予定する。
「健康づくり教室」は、大阪開催分を２回、京都、神戸と合わせ計4回の開催を予定し、京都、神戸は40周年記念事業と位置づけ、従来
の講話と体操に特別企画を加え実施する。またコロナ禍より開始した「健康づくり教室」の内容をコンパクトにまとめた健康講話の動
画配信を継続して実施する。
さらに40周年記念イベントとして、これまでの感謝とともに当財団の活動を関係者に広く知っていただくことを目的に、参加型行事と
講演会からなるイベントを開催する。

コロナ禍を乗り越え、迎えた40周年記念

笑いと健康体操

健康づくり料理講習

これまでの感謝とともに当財団の活動を多くの方々に広く知っていただくことを目的とする。
当財団が掲げる 「明るく・楽しく・いきいきと!!」の実現を目指し、参加いただいた高齢者の方々が半日のイベントを通じ
て、楽しい思い出を心に刻み、笑顔になって帰路に就いていただくことを目標とする。

これまで外出の機会を創出し、健康に関する知識を提供することを目的に行ってきた「健康づくり教室」をベースに、参加
型行事と講演会からなる40周年特別プログラムを開催する。高齢者の行動範囲に制限があることも考慮し、大阪、京都、
神戸の3か所で実施。

（ 2 ） 記念イベントの実施

内 容

目 的

内 容

目 的

高齢者や友人・知人を連れてくることで、世
代や地域の壁を越えて「つながり」を深める
場を提供します。このイベントをきっかけ
に、参加者同士が新しいコミュニティを
形成し、次回以降のイベント参加や
地域活動への関心を高めてもらう
ことを目指します。

「つながり」が深まる場の提供

単なる健康情報の提供ではなく、「楽しく健
康を維持する」ことを中心に据え、歳を重
ねることへのポジティブなイメージを醸
成し、「今後の人生の楽しみ方」を示す
ような内容を講演やイベントに活か
します。

健康を楽しむライフスタイルの提案

財団の活動や助成制度をより広く知っ
てもらうため、財団の支援や健康イベント
がどのように役立つかを紹介する場を設け
ます。これまで財団の存在や活動を知らな
かった層にもアプローチします。

財団の役割と認知拡大

イベントを通じて参加者が「次も参加し
たい」「他の人にも伝えたい」と感じる内
容を目指して、参加者全員が一体となって
楽しめるようなプログラムを企画します。

一体感を感じられるプログラム設計
40周年

記念イベント

POINT
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1986-1995

健康事業
40年のあゆみ 設立～10年

スナップ写真で振り返る

「十年の歩み1996」より

1986-1995健康事業40年のあゆみ
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1986-1995

健康事業
40年のあゆみ 設立～10年

スナップ写真で振り返る

「十年の歩み1996」より

1986-1995健康事業40年のあゆみ
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1996-2005

健康事業40年のあゆみ

設立11～20年

1996-2005健康事業40年のあゆみ
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1996-2005

健康事業40年のあゆみ

設立11～20年

1996-2005健康事業40年のあゆみ
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2006-2015健康事業40年のあゆみ

2006-2015

健康事業40年のあゆみ

設立21～30年
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2006-2015健康事業40年のあゆみ

2006-2015

健康事業40年のあゆみ

設立21～30年
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健康事業40年のあゆみ

2016-2025
設立31～40年

健康づくり教室（2024年10月　大阪市西区） 健康づくり教室（2023年6月　大阪市西区）

2016-2025健康事業40年のあゆみ
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健康事業40年のあゆみ

2016-2025
設立31～40年

健康づくり教室（2024年10月　大阪市西区） 健康づくり教室（2023年6月　大阪市西区）

2016-2025健康事業40年のあゆみ
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現在大阪ガスグループ福祉財団では、
12の出前講座「健康のつどい」を開催しています。

Daigasグループ健康開発センター 統括産業医　濵田 千雅 先生
講　師 講　師

講　師 講　師

Daigasグループ健康開発センター 統括産業医　谷口 有紀 先生

(株)豊川産業医事務所 所長　豊川 彰博 先生

健康運動トレーナー　堀江 利恵 先生

リズム体操研究会　河野 三千代 先生　他 Be straight　倉益 弥生 先生　他

講　師 講　師
「Ｋ」フィットネス企画／マッサージきむら健公庵 代表　木村 公一 先生 (公社)真向法協会 会長　吉﨑 幸孝 先生

健康運動トレーナー　堀江 利恵 先生

(株)日本食生活指導センター
NPO法人 生命の貯蓄体操普及会 東大阪支部会長　山内 方子 先生

講　師 講　師

講　師 講　師

ボディートーク協会 会長　増田 明 先生 音楽療法グループ「アン・ディ・ムジーク」 代表　山田 由紀子 先生

講　師 講　師
落語家　林家 染左 さん
健康運動トレーナー　堀江 利恵 先生

認定NPO法人シニア自然大学校の皆様

横田 なおみ 先生

健康事業40年のあゆみ

健康事業40年のあゆみ

設立40年~

1.健康講話と体操 2.食の話と体操

3.健康リズム体操 4.流行り歌ビクス 9.ボディートーク 10.うた広場

5.元気ワクワク健康教室 6.真向法 11.笑いと健康体操 12.自然観察会

7.生命の貯蓄体操（日本式氣功養生術）いのち 8.骨盤ストレッチ

まっこうほう
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